
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）電源開発株式会社 高砂火力発電所

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

高砂火力発電所は、発電設備の保安を確保し、電力の安定供給に努め、地域および環境と

の調和を目指した事業活動を継続しています。今後も関係法令および地域との協定事項を遵

守して、地域社会・関係各所とのコミュニケーションを図り、企業の社会的責任を果たして

いきます。

そのため、安全衛生・環境・品質の管理活動に関する所長方針を定め、全従業

員に周知し、実践していきます。所長方針は以下の通りです。

なお、より良い事業活動の実現のため、運営管理システムの継続的な改善に努

めます。

環 境 方 針

・ 事業活動に伴う環境への影響を従業員 1人ひとりが認識し、環境影響を低減するため、設
備の効率的な運転の維持及び省資源、省エネルギー対策に取組むとともに、廃棄物の適正

管理、資源のリサイクル化に努めます。

【目標・計画等】

環境保全活動 目 標 目標達成のための計画、方策

事務所の使用

電力量 省 エ

ネの推進

事務所の節電に努める。 昼休みのＯＡ機器の停止、照明の消灯

等による節電

社有車の燃料

使用量 省 エ

ネの推進

社有車運行の効率化を

図る。  
・残業量を削減することによる通勤バス運

行台数の削減

・アイドリングストップ等活動の推進

廃棄物対策 発電所から発生する廃

棄物を適正に処理する

とともに有効利用の促

進に努める。

・関係法規制や会社で定めたガイドライン

等に従い適正な処理、管理を行う。一般

廃棄物に関して、分別収集を徹底する。

・月 1回の廃棄物パトロールの実施

グリーン調達

の推進

調達目標：事務用品（文

具類）80%、コピー用紙

100%

J-POWERグリーン調達ガイドライン
に基づく購入



環境マネジメ

ントシステム

ISO 14001認証を着実に

維持する。

・認証機関による定期審査の受審

・内部監査

環境教育 環境保全に関する従業

員教育の徹底

環境管理に関する教育、研修、訓練

地域の環境保

全活動への参

加

環境諸行事への積極的

な参加、地域社会の一員

として積極的なコミュ

ニケーションに努める。

・地域との交流、見学者の受入れ

・行政主催行事への参加

・発電所周辺の清掃活動

環境コミュニ

ケーションの

実施

環境保全活動に関する

ホームページ等を通じ

た広報活動の実施

・環境保全への取組み状況をホームページ

（播州コム）に掲載する。

・来客者に対するパンフレット等による広

報活動



１－２ 環境保全活動に関する組織体制

電源開発株式会社 高砂火力発電所

所長 最高責任者

技術系所長代理 管理責任者（運営管理システム）

環境業務に関係する統括管理、所長を補佐

事務系所長代理 事務的業務全般の執行統括

所長を補佐

企画･管理グループリーダー 環境関係総括業務

発電グループリーダー 発電設備運転、運用管理（環境管理に関する業務を

含む）、燃料・灰処理、港湾管理業務

技術グループリーダー 発電所保守技術総括管理、保守運用技術調査及び研

究、火力新技術開発対応業務

㈱ジェイペック高砂カンパニー： 発電所と一体となって環境管理業務の推進を図る

カンパニー長 環境管理総括責任者

カンパニー長代理（事務） 環境管理者、 事務的業務（管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ）全般の執

行統括、カンパニー長を補佐

カンパニー長代理（技術） 技術的業務（運転ｸﾞﾙｰﾌﾟ、保守ｸﾞﾙｰﾌﾟ）全般の執行

統括、カンパニー長を補佐

管理グループリーダー 一体的保守契約に係わる事務関係総括管理

（調達業務、廃棄物収集管理他）

運転グループリーダー 発電所関連設備の運転業務の総括管理

（排脱及び排水処理設備運転業務、揚運炭業務）

保守グループリーダー 発電所関連設備の保守業務の総括管理

（ボイラ、タービン、脱硫、屋外機械、電気、計測、

施設管理業務）

管理責任者
（技術系所長
代理）

所 長
所長代理
（事務系）

企画・管理
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ
発電ｸﾞﾙｰﾌﾟ
リーダー

技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ
リーダー

企画・管理
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰ
発電ｸﾞﾙｰﾌﾟ
メンバー

技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ
メンバー

管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ
メンバー

運転ｸﾞﾙｰﾌﾟ
メンバー

保守ｸﾞﾙｰﾌﾟ
メンバー

保守ｸﾞﾙｰﾌﾟ
リーダー

環境管理者
ｶﾝﾊﾟﾆｰ長代理
(事務系)

運転ｸﾞﾙｰﾌﾟ
リーダー

管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ
リーダー

ｶﾝﾊﾟﾆｰ長代理
(技術系)

ジェイペック
高砂カンパニー長
環境管理総括責任者



２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

事務所の使用電

力量  省エネの
推進

空調温度設定（夏期28℃、冬期20℃）を徹底した
が、残業時間増に伴い前年度より使用電力が増加し

た。 

空調温度設定の徹底

に加えて、昼休みの

照明消灯の継続等省

エネに努める。

社有車の燃料使

用量  省エネの
推進

週一回のノー残業デー時の社有バス運行台数を削

減し、退社時の使用燃料を削減した。

環境教育等を通してアイドリングストップ等の活

動に努めた。

引続きノー残業デー

時の社有バス運行台

数の削減を実施す

る。 

廃棄物対策 関係法規制を遵守するなど適正処理、管理に努め

た。廃棄物の分別、適正処理を徹底した。

ダンボール、古新聞・雑誌を子供会に提供。

コピー用紙の両面使用と極力、古紙再資源化を行い

オフィス紙ゴミの発生量削減に努めた。

引続き廃棄物の適正

処理、管理を徹底す

る。 

グリーン調達

の推進  
J-POWERグリーン調達ガイドラインに基づくグ
リーン調達率については、コピー用紙100％、事務
用品（文具類）80%以上を達成。

引続きグリーン調達

率の維持に努める。

環 境マネジメ

ントシステム

外部審査を受審し、ISO 14001認証登録の継
続が承認された。

引続きISO14001認
証の維持に努める。

環境教育 平成20年度計画に従い、環境教育、訓練を適宜実
施した。

環境月間中の教育、環境法令研修の実施。

引続き環境保全に関

する従業員教育を徹

底する。

地域の環境保

全活動への参

加

発電所見学者受入れ、地域住民への発電所開放デ

ーの実施。事業所周辺、海浜清掃活動（環境月間行

事）、環境フォーラム、研修会等への出席

引続き地域の環境保

全活動への参加に努

める。

環境コミュニ

ケーションの

実施

発電所ホームページ等による環境活動に関する

広報活動を実施した。

引続き環境活動に関

する広報活動を行

う。 


